
編　集　後　記

　今回の『放送大学研究年報』第10号の発行は，今年満IO歳になる放送大学の成長と発

展の過程で，一つの節目を刻むことになる．この節目を見て，放送大学関係者は，新しい

種類の大学教育と従来の学術研究は両立し得る，ということを改めて知ることになる。放

送大学は，日本のどこにいても電波を通して大学教育が受けられるようにすることと，国

民の生涯教育を推進することを大きな目標にしている．この目標を達成するために，教員

は放送教材の作成と放送教授法の開発に努めてきたが，同時に，大学の本来の使命である

研究も行ってきた．放送大学における教育と研究は，これから二つ目の節目に向かって一

層の成果と貢献が期待されている．

　なぜ今頃，と叱責を受けそうだが，今号から国語学や国文学に関する論文は縦書きで掲

載することにした．読者にとって読みやすくなっていれぼ幸いである．
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